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1. はじめに
新規に農業を始める帰農者と呼ばれる新規農業従事者

が増加している．しかし，帰農者自身はどういった方向
性の農業に適しているのかわからないことが多くある．
例えば，環境に対して優しい農業や，商品として農作物
を作ることを目的とした農業などである．こういった複
数の方向性がある中で，帰農者が適しているものへ導く
ためには帰農者がどういった点に高いモティベーション
を感じるかを測定する必要がある．
本論文では，帰農者のモティベーションを測定するた

めに，映画や漫画の分野では絵コンテと呼ばれるストー
リ・ボードを用いて農業の方向性別のストーリを生成す
る手法を提案する．本手法では，作業者のモティベーショ
ンを高めるためのポータ・ローラモデルに基づき，帰農
者のモティベーションを測定できるストーリ・ボードを
生成する．これにより，帰農者に応じた相応しい目的の
農業に導くことができる．

2. 多目的な農業
近年，都会での生活をやめ新規に農業を始める帰農

者が増加傾向にある．しかし，帰農者は農業について無
知であることが多い．農業には多くの方向性があり，帰
農者はどういった方向性の農業に適しているかわからな
い．方向性とは例えば，環境に配慮した農作業を行うこ
とを目的とした環境保護者や，商品として農作物を作る
ことを目的としたプロ農家などである．こういった目的
別に帰農者を導くためには，帰農者のモティベーション
を測ることが必要である．帰農者がどういった点に高い
モティベーションを感じているのかを測り，高いモティ
ベーションを感じている目的に帰農者を導くことが重要
である．

3. 多目的な農作業のストーリ生成
3.1 ストーリ・ボードを用いた農作業のストーリ生成
農業において帰農者のモティベーションを測るために

は，農作業の流れであるストーリが必要である．ストー
リは複数の場面の静止画であるストーリ・ボードから成
る．ストーリ・ボードとは映画や漫画の分野においては絵
コンテと呼ばれるものである．ストーリを複数のストー
リ・ボードとして分割することによって，複数のストー
リの統合や，条件分岐などが可能となる．ストーリ・ボー
ドは農家へのインタビューを通じて取得される．農作業
のストーリが生成されるまでの流れを図 1に示す．
3.2 帰農者のモティベーション測定
本手法によって生成されるストーリは帰農者の体験を

通じてのモティベーションを測定するためのストーリで
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図 1: ストーリ生成システムの概要

ある．作業者のモティベーションを測定するためのモデ
ルとして，ポータ・ローラモデルがある．ポータ・ロー
ラモデルは L.W.ポータと E.E.ローラによって提唱さ
れたモデルである．ポータ・ローラモデルによると，モ
ティベーションを高めるには，仕事の遂行に伴う報酬，
企業の目的や作業者自身の目的を一体化させることが有
効であるとされている [1]．
農作業におけるモティベーションにおいて，報酬に値

するものは農作業にかかるコストを低くできたことや農
作物の完成度である．例えば、環境保護者として高いモ
ティベーションを感じる場合には，家庭ごみや廃棄物の
再利用である．こういった環境に配慮した農作業の結果，
帰農者はできるだけコストをかけずに農業に従事するこ
とができる．一方，帰農者がプロ農家として高いモティ
ベーションを感じる場合には，コストに関わらず高い品
質の農作物の生産を目指す．このように，農作業の目的に
応じた体験を帰農者にさせる中で，帰農者のモティベー
ションがコスト低減と品質向上のどちらの方で高くなる
かを測定する．

3.3 ストーリ生成のためのストーリ・ボード統合
帰農者のモティベーションを測定するためには，帰農

者に実際に農作業を体験させる必要がある．そのため，
帰農者のモティベーションを測定するさいには，本研究
では仮想空間を用いることを想定している．仮想空間で
は自身の分身であるアバタを操作して，仮想空間内に存
在する物体であるオブジェクトを自在に触れることがで
きる．また，仮想空間では時間や場所といった制約に囚
われずに，農作業を体験できるため，ストーリを実現す
るには相応しいと考えられる．
帰農者に農作業を体験させるためのストーリは，イン

タビューによって取得されたストーリ・ボードを統合す
ることによって生成される．インタビューによって取得
されたストーリ・ボードは要素情報が付与されている．
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表 1: 農作業における要素情報の具体例

抽象情報 詳細情報 1 詳細情報 2
支柱 自然物 専用物
肥料 家庭ごみ 化学合成物

要素情報とは，以下の情報である．

• シーケンス番号
ストーリーの流れを決定するためにシーケンス番号
が必要である．

• 登場オブジェクト
登場オブジェクトは抽象情報と詳細情報によって定
められる．抽象情報と詳細情報は階層関係にある．
抽象情報は登場オブジェクトの概念にあたるもので
ある．詳細情報は登場オブジェクトの具体的な説明
にあたるものである．

農作業における要素情報の具体例を表 1に示す．

インタビューによって得られた複数のストーリを統合
するために要素情報を比較する．各ストーリの要素情報
をシーケンス番号順に比較し，同一の抽象情報があった
場合それらを照合する．照合した後，比較した要素情報
が異なった詳細情報である場合に，それらを選択できる
選択ストーリ・ボードを生成する．同一の詳細情報であっ
た場合は，選択ストーリ・ボードを生成せずにストーリ・
ボードを統合する．抽象情報そのものが異なる場合には，
目的別の各ストーリのストーリ・ボードとして取り残す．
選択ストーリ・ボードを生成することによって，帰農

者にどういった操作をさせるかを選択させるひとつのス
トーリに統合することが可能となる．
選択ストーリ・ボードが生成された後，帰農者のモティ

ベーションを測定するために報酬であるコストや品質を
出力し，帰農者に提示する．報酬を帰農者に提示したさ
いに，帰農者にアンケート調査を実施することで帰農者
のモティベーションを測定する．モティベーションを測
定するための統合ストーリが生成される流れを図 2に示
す．図 2ではストーリ 1 とストーリ 2の抽象情報 aが
比較される．比較された抽象情報が同一であるため，ス
トーリ 1 の詳細情報 a’ とストーリ 2 の詳細情報 a” に
よって選択ストーリ・ボードが生成される．

4. 既存研究
既存研究として，ストーリ・ボードを生成する研究 [2]

がある．これはビデオなど，動画という膨大な情報量を
ストーリ・ボードという静止画にすることによって概略
表現を生成し，利用者が短時間で全体像を把握すること
を目的とした手法である．これに対して本研究は，帰農
者のモティベーションを測定するために，インタビュー
から得られた複数のストーリを統合することでストーリ
を生成するという点において異なる．
また，農作業を支援するために，農業に計算機を用い

て農作業データを収集する研究はこれまでに数多く研究
されている．例えば，カメラやセンサを用いて熟練農家
の作物への水やりのタイミングといったような農作業ノ
ウハウを収集する研究 [3]がある．これは農作業データ
を農作業現場単位で収集し，遠隔にいる熟練農家に指示

図 2: 統合ストーリの生成

を仰ぐことによって農作業を支援するものである．農作
業技術が伝達される流れは，農作業データが収集され，
それを帰農者に継承するものである．この研究は農作業
データを収集する段階における研究であり，本研究は農
作業を指導する段階における研究である点において異
なる．

5. おわりに
本論文では，ストーリ・ボードを用いて帰農者のモティ

ベーションを測定する手法を提案した．これを仮想空間
内に実現することで，帰農者に適した農業の方向性を帰
農者に提示することができると考えられる．
今後はストーリを統合する手法を実装し，本手法の有

用性を検証するために被験者を用いた評価実験を実施す
る予定である．
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